
月一勉強会



月一勉強会

まもなく始まります

いましばらくお待ちください。



入室したら、

と、コメント入力してください。

「こんばんは」



Facebook Live は、

あなたはコメントで、

わたしは映像と音声で行う

双方向コミュニケーションです。



たくさんコメントしてくださいね。

質問も、コメントで



ただいま、雑談タイム！

入室したら、

と、コメント入力してください。

「こんばんは」



「犬山城跡整備復元を盛り上げる会」

犬山市登録の市民団体



国宝犬山城天守・国史跡犬山城跡

の調査・整備・保存・復元を

市民レベルから盛り上げるのが目的



正会員、準会員、サポーター、

Dサポ、子ども会員　募集中！



犬
山
城



犬山城の

現存する門

前回の復習



現存する門が６棟ある

復元可能

前回の復習



今日のテーマ

でらスゴイぜ！

国宝五城



犬山城天守の

価値を探る

裏のテーマ



国宝五城

松本城

犬山城

彦根城 姫路城

松江城



弘前城

松本城

丸岡城

犬山城
彦根城

姫路城

国宝

重要文化財

松江城

備中松山城

松山城

宇和島城

高知城
丸亀城



国宝五城

＝天守

≠城跡



天守≠城
これは城ではなく

天守　→ → →



でらスゴイぜ！

国宝五城

それぞれの城の価値を探ろう



松本城天守

場所：長野県松本市

所有：国

重文指定：1936 年（S11）

国宝指定：1952 年（S27）

別名：深志城
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寛永期

（1624 ～ 43）

文禄元年

（1592）
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松本城天守

◆平城

◆五重六階　大天守

　三重三階　小天守＋渡櫓

　＝　連結式天守



松本城天守の本質的価値

◆1592年　小天守建築

◆1615年　大天守建築

◆寛永期　付櫓・月見櫓建築

天守から時代の変遷がわかる

戦乱の
時代

平和な
時代



彦根城天守

場所：滋賀県彦根市

所有：彦根市

重文指定：1951 年（S26）

国宝指定：1952 年（S27）

別名：金亀城



三重三階

複合式天守

彦根城天守

天
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彦根城天守

◆慶長11年（1606）完成

◆天下普請の城

　対豊臣秀頼　大坂城包囲網



天下普請の城

伊賀上野城

丹波亀山城

丹波篠山城 名古屋城

加納城

彦根城

膳所城

二条城

大坂城

福井城



彦根城天守の本質的価値

◆天下普請の城

◆望楼型天守の集大成

◆戦を想定＋権力の象徴（華麗な意匠）

平和になる直前の天守の姿



途中入室の方は

「こんばんは」とコメントください

5分休憩



松江城天守

場所：島根県松江市

所有：松江市

重文指定：1935 年（S10）

国宝指定：2015 年（H27）

別名：千鳥城



四重五階

後期望楼型

高層化

松江城天守

天
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通柱工法による高層化

松江城天守



天守建築

慶長16年（1611）

堀尾吉晴（大口町出身）

堀尾忠氏



松江城天守の本質的価値

◆後期望楼型の天守

◆高層化のチャレンジ

◆工法の移り変わり　層塔型へ

高層化・近世への天守変遷



姫路城天守

場所：兵庫県姫路市

所有：国

重文指定：1931 年（S6）

国宝指定：1951 年（H26）

別名：白鷺城
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連立式天守 姫路城天守

◆連立式天守

◆大天守　五重六階地階一階

　小天守　三重四階、三重三階

　高層建築＆巨大城郭



歴史が長い

築城

中国攻め

天守建築

1346年

1609年

赤松貞範

黒田官兵衛

羽柴秀吉

池田輝政



姫路城天守の本質的価値

◆城郭建築　最盛期の代表

◆望楼型から層塔型へ

◆高層化・巨大化への移り変わり

高層化・近世への天守変遷



犬山城天守

場所：愛知県犬山市

所有：（公財）犬山城白帝文庫

重文指定：1935 年（S10）

国宝指定：1952 年（H27）

別名：白帝城



三重四階地下二階

前期望楼型

複合式天守

犬山城天守
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一重

地下

ニ重

三重

東から 南から

地下二階

地下一階

一階

ニ階

三階
四階

犬山城天守





三重天守創建
第 1期

唐破風増築、廻縁・高欄付加
第２期

新説　一体建築

戦乱の時代

平和な時代



◆初期の様式＝天守の起こり

◆築城　1537年（木之下城1469）

　天守建築　1601

　（最新説　麓説1590、三浦説1595）

◆織田、豊臣、徳川（成瀬）



犬山城天守にまつわる話

『最古の天守』

といわれるが…

最古でなければ価値がないのか？



犬山城天守の本質的価値

◆天守初期の姿

◆織田→豊臣→徳川の変遷

◆唯一、個人所有だった城（天守）

天守建築の初期の姿と変遷



戦乱の時代

天下普請

月見櫓増築 唐破風・廻縁増築 高層化・巨大化・層塔型の出現

平和な時代

国宝五城と天守の変遷

松本城

松本城

犬山城
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15791590159216001606

16091611161516201624～ 43



天守初期の姿

今日のまとめ

国宝五城の本質的価値は

天守建築の変遷のなかで

どのような位置づけにあるか



わかったよーって人は

押してください。

「いいね！」



城は土木（普請）

切岸・堀切・土塁・堀

しろ どぼく ふしん

きりぎし ほりきり どるい ほり

次回のテーマ



ここからは、質問タイム！

質問ある人は

質問を入力してください。

コメント欄に



来年度　勉強会のテーマ

コメントで

or

inuyama.shiromori@gmail.com

アイデア募集



会員募集中


